
佛
性
論
と
大
般
浬
桀
経

盤

田

義

遜

一

由
來
佛
性
の
問
題
は
勝
婁
輕
、
如
來
藏
経
等
に
見
ゆ
る
隠
覆
法
身
を
如
來
藏

と
呼
び
、
後
に
佛
性
と
呼
ぶ
に
至
つ
た
如
く
、
佛
性
と
如
來
藏
と
は
同
義
異
語

と
も
い
へ
よ
う
、
獲
展
の
過
程
に
於
て
は
如
來
藏
思
想
よ
り
佛
性
へ
と
進
展
し

た
0
で
あ
る
。
即
ち
堅
慧
の
入
大
乗
論
に

「大
心
衆
生
有
如
來
藏
」
等
に
獲
し

殊
に
法
界
無
差
別
論
に
は
勝
護
経
の
「室
不
室
如
來
藏
」
、不
増
不
減
漣
の
「衆

生
界
法
身
、
法
芽
衆
生
界
」
、井
に
無
上
依
経
の
菩
提
品
.
 
の
自
性
因
縁
等

の
十

義
に
寄
せ
て
如
來
藏
義
を
開
か
に
し
、
終
に
寳
性
論
の
如
來
藏
品
第
五
に
は
、

「衆
生
如
來
藏
、
眞
如
無
差
別
、
乃
至
佛
性
遍
衆
生
、
諸
煩
悩
不
染
」
等
と
読

き
、
煩
拶
所
纒
晶
第
六
に
は
如
來
藏
経
の
九
故
に
依
つ
て

「打
破
煩
憶
模
、
顯

護
如
來
藏
」
と
繹
し
、
終
に
爲
向
義
品
第
七
に
、は

「問
日
余
修
多
羅
中
皆
読
二

一
切
塞
輔
此
中
何
故
読
レ有
二眞
如
佛
性
一」
の
答
偶
に
「運
離
五
種
過
、
故
読
有

二佛
性
一」
等
読
く
に
見
る
如
く
、
寳
性
論
に
は
既
に
眞
如
佛
性
読
を
見
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
寳
性
論
を
更
に
詳
説
し
た
の
が
世
親
の
佛
性
論
で
あ

る
。佛

性
論
は
縁
起
、
破
執
、
顯
膿
、
辮
相
の
四
分
よ
り
成
る
が
、
縁
起
分
の
最

初
に

「問
日
佛
何
因
縁
読
二於
佛
性

答
臼
如
來
爲
労除
二
五
種
過
失
二
(下
劣
、

上
慢
、
妄
執
、
誹
諺
、
我
執
)
生
中
五
功
徳
上
(正
勤
、
恭
敬
、
般
若
、
闇
那
、

大
悲
)
故
、
読
二
一
切
衆
生
悉
有
佛
性

乃
至
佛
性
者
翻
是
入
法
二
塞
所
顯
眞

如
」
等
と
、
寳
性
論
に
依
つ
て
佛
性
義
を
標
し
、
次
の
破
執
分
三
品
は
初
の
破

小
乗
執
口賄は
楡
伽
論
六
七
等
に
依
り
分
別
都
を
室
佛
性
、
毘
曇
薩
婆
多
を
修
得

佛
性
と
な
し
、
次
の
破
外
道
品
は
中
論
、
後
の
破
棄

見
晶
は
鍮
伽
論
七
五
等

に
依
て
各
執
見
を
破
燭し
、
後
の
顯
燈
、
辮
相
分
は
賓
性
論
の
檜
寳
、
如
來
藏
に

依
る
が
、
顯
謄
分
の
三
因
、
三
性
、
如
來
藏
三
晶
の
中
、
鷹
得
、
加
行
、
圓
満

の
三
因
、
三
性
の
如
き
は
、
世
親
の
囁
論
繹
第
七
等
に
も
見
ゆ
る
如
く
、
初
こ

晶
は
世
親
の
創
造
と
も
云
は
れ
て
居
る
。
第
四
辮
相
分
の
自
鐙
、
亀
相
・
明
因
、

顯
果
、
事
能
、
絡
囁
、
分
利
、
階
位
、
癌
照
、
無
攣
異
、
無
差
別
の
十
麟
、

全
く
無
上
依
経
の
菩
提
品
の
十
程
義
を
、
勝
護
、
不
増
不
減
、
如
來
藏
、
不
可

量

(維
摩
)
、法
董
、
般
若
、
解
読
等
の
諸
経
並
に
寳
性
論
に
依
て
詳
読
し
た

も
の
で
あ
る
。
就
中
第
二
明
因
品
は
無
上
依
輕
馨
提
晶
の
三
品
七
種
の
衆
生
中

著
有
の
無
浬
繋
性
、
誹
誇
大
乗
の
二
種
邪
定
聚
を
棄
捨
大
乗
の
閾
提
障
、
著
無

中
行
無
方
便
の
外
道
我
見
の
二
種
不
定
聚
を
謬
執
我
見
の
外
道
障
、
行
有
方
便

の
二
種
正
定
聚
中
、
生
死
厭
畏
の
一
類
を
聲
聞
障
、
背
利
釜
他
の
一類
を
縁
畳

障
の
四
障
と
な
し
、
菩
薩
を
除
い
た
是
等
の
四
類
は
、
信
樂
大
乗
、
分
別
浬

葉
、
破
室
三
昧
、
菩
薩
大
悲
の
佛
性
濡
浮
因
た
る
無
上
法
身
に
到
達
し
得
る
が

故
に
、
此
等
四
入
を
佛
子
と
呼
び
因
縁
、
依
止
、
成
就
の
四
義
に
寄
せ
て
そ
の

佛
性
義
を
明
に
し
て
居
る
、
即
ち

初
言
レ因
者
有
レ
二
、
一佛
性
二
信
樂
、
此
二
法
佛
性
是
無
爲
信
樂
是
有
爲

佛
性
論

と
大
般
浬
樂
纏

(
盤

田
)
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佛
性
論
と
大
般
捏
繋
纒

(
鱒

田
)

信
樂
、

約
二
性
得
佛
性

一爲
二
了
因

油
能
顯

一了
正
因
性

一故
、

信
樂
約
二
加
行

輔爲
二
生
因

能
生
二
起
衆
行

「故

二
縁
者
謂
般
若

波

羅

蜜
、

能
生
二
菩
薩

身

是

無
爲
印
徳
家
繊
故
。

三
依
止
者
破
室
定
等
、

乃
至
四
成
就
者
菩
薩

大
性
利
盆
他
事

無
養
故
、

等
と
読

い
て
、

無
爲
信
樂
は
性
得
佛
性

で
正
因
性
、

有
爲
信
樂
は
修
得
佛
性

で

了
因
性
、

或
は
加
行
生
因

と
も
読
き
、
因

の
佛
性
信
樂

は
關
提
、

縁

の
般
若
波

羅
蜜
は
外
道
、
依

止
成
就
は
聲
聞
縁
畳

の
各
清
浮
因
印

ち
佛
性

と
論
く

の
で
あ

る
。

若
し
事
瀧
晶
第

四
に
は
勝
箋
経

の
「
若
無
二
如
來
藏

蝋者
、
不
レ
得
下
厭
レ
苦
樂

中
求
淫

繋
上
」

の
文
に
依
り
、

聲
聞
繰
畳

の
二
類
は
厭
苦

樂
求

の
二
心
あ
る

が
故

に
、
自
利

の
爲
に
浬
繋
を
捨

て
ず
、

利
他
の
た
め
に
生
死
を
捨

て
ざ

る
、
襯
樂

襯
苦

の
こ
襯
に
依
る
、
所

謂
菩
薩
無
佳
浬
繋

の
願
を
以

て

二
乗

の
佛
性

と

な

し
、
先

の
明
因
品

の
因
縁
を
闘
提

外
道

の
佛
性
、

今

の
無
佳
浬
葉

の
願
を

二
乗

の
依

止
、
成
就

の
佛
性

と
な
し
、
以

て
四
障
入
は
四
因
を
具
す
る
故
に
佛
子
と

呼
ぶ
と
論
く
が
、
佛

性
論

の
二
室
眞
如
佛
性
義

で
あ

る
。

二

然
る
に
佛
性
論
に
は
事
能
品

の
終
に
至
つ
て
、
経
中
閾
提

に
封

し
有
性
無
性

の
別
あ
り

と
な
し
、

輕
中
読

一
閾
提
入
堕
二
邪
定
聚

一有

二
二
程
身

一
本
性

法
身
、

二
随
意
身
。

佛

日
慧
光
照
二
此
二
身
↓
法
身
印
眞
如

理
、
階
意
身
者
即

從
二
如
理

一起

一佛

光
明

一爲
二憐
慰

間
提

こ
身
者

一
爲
レ
令
二
法
身
得

生

二
爲

令

四
加
行
得

嶋覧長
修

二菩
提
行

一故
襯
得
成
。

復

有
二
経
読

一闘
提
衆
生
決
無
二般

浬
繋

性
絢

若
爾

二
経
便
自
相
違
、

含

二此

二
読

二

了

一
不
了
故

不
二
相
違

一

等
と
読

い
て
居
る
が
、

こ
れ
に
就

て
常
盤
博
士
は
先

の
有
性
了
義

の
二
種

閲
提

は
、
寳
性

論
に
依

つ
て
無
嚴
性
起

品
の
読
、
後

の
無
性

不
了

の

一
類
は
、

樗
伽

輕

の
閾
.
 
提

は
有
性
な

る
故

に
、
浬
繋
経
第
九
如
來
性

品
の
誹
誇
大
乗

の

一
類
を

指
す
と
な
し
、
浬
繋
経
の
成
立
を
佛
性
論
と
同
時
或
は
以
後

(「佛
性
の
研

究
」)
と
論
じ
て
居
る
。
若
し
木
村
博
士
に
依
れ
ば
、
佛
性
論
は
如
來
藏
、
大

乗
浬
葉
、
樗
伽
経
等
に
依
つ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
浬
葉
経
の
成
立
は
幾
多
階

段
を
輕
て
整
理
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う

(「
大
乗
佛
教
思
想
史
」)
と
述
べ
、
宇

井
博
士
は
浬
繋
輕
は
小
乗
浬
葉
経
が
、
一般
若
法
等
に
依
て
次
第
に
獲
達
し
世
親

以
前
の
成
立
で
あ
る
が
、
樗
伽
経
は
世
親
以
後
の
成
立

(「印
度
哲
學
史
」)
等

と
読
い
て
、
樗
伽
経
の
成
立
は
三
者
各
別
で
あ
る
が
、
大
浬
葉
輕
の
成
立
は
共

に
佛
性
論
以
前
と
し
て
居
る
。

翻
つ
て
曇
無
識
課
四
十
巻
大
浬
繋
経
に
就

い
て
見
る
に
、
十
三
中
初
の
壽

命
、
金
剛
身
、
名
字
功
徳
、
如
來
性
、
大
衆
所
問
、
現
病
の
六
品
は
、
如
來
性

品
を
中
心
と
し
て
關
提
不
成
佛
説
、
後
の
徳
王
、
師
子
吼
、
迦
葉
、
陳
如
の
四

品
は
、
師
子
吼
を
中
心
と
し
て
闘
提
成
佛
醗
、
中
閤
の
聖
行
、
獲
行
、
嬰
子
行

の
三
品
は
前
後
の
媒
介
の
如
き
読
相
で
あ
る
。
こ
れ
先
の
木
村
博
士
の
幾
多
の

段
階
の
意
で
あ
ら
う
が
、
更
に
こ
れ
を
浬
葉
漣
諸
本
に
就
て
見
る
に
、
法
顯
繹

の
大
般
泥
覆
経
六
雀
は
中
天
竺
摩
謁
提
國
將
來
と
傳

へ
ら
れ
、
識
誰
四
十
巻
の

初
分
、
壽
命
よ
り
大
衆
所
問
に
至
る
五
品
と
粗
ぼ
同
文
で
あ
る
。
又
智
猛
繹
二

十
巻
の
泥
恒
も
法
顯
繹
同
本
と
構
せ
ら
れ
、
具
つ
識
課
四
十
雀
中
部
の
十
巻
五

品
の
梵
本
は
智
猛
の
高
昌
傳
來
、
現
病
晶
以
後
八
品
は
當
時
激
焼
將
來
と
い
は

れ
て
居
る
。
か
か
る
内
容
よ
り
す
れ
ば
浬
雌
痙
は
、
先
づ
法
顯
繹
に
相
等
す
る

初
分
が
成
立
し
、
後
に
闊
提
成
佛
を
設
け
る
後
分
が
成
立
し
、
後
前
後
を
合
し

て
大
浬
葉
経
と
な
つ
た
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
恰
か
も
法
華
が
前
分
の

邊
門
分
と
後
分
の
本
門
分
と
が
、
前
後
に
成
立
し
て

一
纏
と
な
つ
た
の
と
同
じ

關
係
か
と
思
は
れ
る
。

然
ら
ば
か
か
る
浬
葉
輕
の
成
立
は
何
時
か
と
い
ふ
に
、
上
述
に
依
れ
ば
佛
性
、

論
以
前
と
い
ふ
の
が
從
來
の
読
で
あ
る
。
而
し
て
一
経
の
内
容
は
四
十
雀
の
前
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分
は
如
來
性
品
を
中
心
と
し
て
、
如
來
藏
経
等
に
依
つ
て
一
切
衆
生
悉
有
佛
性

と
読
く
も
除

一
關
提
等
と
読
い
て
聞
提
を
排
斥
す
る
も
、
然
る
に
後
分
就
中
第

廿
七
師
子
吼
品
第
十

一
に
至
つ
て
は
、
佛
性
を
第

一
義
塞
、
中
道
、
十
二
因
縁
、

一
乗
等
と
読
き
、
叉

「有
因
有
因
々
、
有
果
有
果
々
」
と
も
、
亦

「亦
色
非
色

非
々
色
、
亦
相
非
相
非
々
相
、
亦

一
非

一
、非
一
非
々
一
、希
段
有
無
蓋
因
果
」

等
と
、
佛
性
論
に
於
け
る
二
塞
所
顯
眞
如
以
上
に
、
積
極
的
不
塞
佛
性
義
を
見

る
の
み
な
ら
ず
、
同
品
に
御
佛
性
の
因
に
就
て

「因
有
三
一種

一
者
生
因
二

者
了
因
」
と
も
、
叉
生
因
を
能
生
之
顯
、
煩
拶
諸
結
、
穀
子
等
、
六
波
羅
蜜
、信

心
等
、
了
因
を
燈
能
了
物
、
縁
生
父
母
、
地
水
糞
、
八
正
道
等
と
な
し
、
更
に

「正
因
者
如
二乳
生
つ
酪
、
縁
因
者
如
二媛
酵
二

等
と
も
亦
、
「正
因
者
謂
諸
衆

生
、
縁
因
者
謂
六
波
羅
蜜
、
乃
至
縁
因
者
郎
是
了
因
、世
奪
警
如
下闇
中
先
有
二諸

物

爲
レ
欲
レ見
故
以
レ燈
照
了
上
」
等
と
読
く
。
就
中
正
因
を
諸
衆
生
等
と
読
け

る
に
依
れ
ば
、佛
性
論
の
浩
極
的
二
塞
所
顯
眞
如
に
比
し
て
、遙
か
に
積
極
的
内

容
の
獲
蓬
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
具
つ
師
子
吼
品
に
見
ゆ
る
佛
性
読
は
、
先
に

掲
げ
た
る
佛
性
論
の
明
因
品
の
、
佛
子
の
四
義
中
初
の
因
縁
の
二
義
を
説
い
て

因
者
有
レ
二
、
一
佛
性
二
信
樂
、
此
爾
法
佛
性
是
無
爲
信
樂

(正
因
)
、是

有
爲
信
樂

(了
因
)
、約
二性
得
佛
性
「爲
二了
因
↓
能
顯
二了
正
因
性
二故
。

信
樂
約
二加
行
一爲
二
生
因

能
生
二
起
衆
行
一故
。
二
縁
者
謂
般
若
波
羅
蜜

等
と
読
け
る
文
義
に
由
來
す
る
こ
と
は
、
浬
繋
経
に
見
ゆ
る
佛
性
の
正
了
生
縁

の
四
因
が
、
右
の
佛
性
論
の
羅
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。

更
に
佛
性
論
に
於
け
る
了
不
了
二
種
闘
提
典
擦
中
、
最
初
の
法
性
法
身
、
随

意
身
の
二
閲
提
読
は
、
常
盤
博
士
の
指
摘
せ
る
如
く
、
寳
性
論
僧
寳
品
の
下
の

繹
に
依
れ
ば
、
華
嚴
性
起
品
の
「如
來
具
足
智
慧
在
二於
身
中
一而
不
二知
見
唱

(法
性
法
身
)
、我
當
下方
便
教
二彼
衆
生
恵
兄中悟
聖
道
上」
(随
意
身
)

の
意
と

も
解
し
得
る
が
、
又
樗
伽
経
一
に

一
閾
提

有
三
一種
輔

一
者
捨

二
一
切
善
根

一及
於
二
無
始
衆

生

一獲
レ
願
、

乃
至

二
者
菩
薩
本
自
願

方
便
故
、

非
レ
不
二般
浬
葉

二

切
衆
生
而
般
浬
繋

等
と
読
け
る
、

断
善

大
悲
の
二
種

閲
提
読

に
も

合
致
す
る

の
で
あ
る
。

叉
次

の

不
了
義
無
浬
葉
性

の
閾
提

の
文
に
就

て
、
常

盤
博

士
は
こ
れ
浬
藥
輕
前

分

の
読

を
以

て
す
る
が
、

併
し
軍

に
前
分

の
み
で
は

一
経

の
説

と
し
て
容
受
す

る

こ
と

は
出
來
な

い
。
然
ら
ば
何
経
か
と
い
ふ
に
、

こ
れ
佛
性
論

の
明
因

品
に
引
用
せ

る
、
無

上
依
経
菩
提
品

の
三
種
衆
生

の
最

初
に

著
有
者
復
有
三

一種

↓
一
者
背
浬
葉
道
無
浬
繋
性
、
不
下
求

二浬
繋

一願
中
樂
生

死
上
、
二
者
於
二
我
法
中

一不
レ
生
二渇
仰

二誹
一鴨誇
大
乗
、

等
と
読
け
る

二
種
邪
定
聚

の
閾
提

障
の
文
な

る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
。
故

に
佛

性
論
に
於
て
は

こ
輕
を

一
往
了
不
了
と
會

し
た
る
下

に
於

て

故
佛
読
下
若
不
レ
信
二樂
大
乗

一名
申
一
閾
提
上
、欲
レ
令
レ
捨

二離

一
闘
提
心

嚇故
、

読
下
佳
二
闘
提

一時
決

無
中
解
腕
上
。
若
有
二衆

生

頃有

二自
性
清
澤

一漂
永

不
レ
得

二解
脱

一者
無
レ
有
二
是
虚

故
佛
観

二

切
衆
生
有
二
自
性

一故
、
後
時
決
レ
得
工

清
漂
法
身

一
、

等

と
読

い
て
、

一
切
衆

生
悉
有
佛
性

の
故

に
無
浬
葉
性

の
關
提
も
悉
く
作
佛
す

と
読

い
た

の
が
佛
性
論

で
あ
る
。
同
論

に
も
佛
性
を

一
一室
所
顯

の
眞
如

と
読
き

三
因
品
に
は
懸
得
因
、

明
因
品
に
は
佛
性
清
浮
因

と
も
説
く
が
、

若
し
総
囁

品

の
七
種
韓

依
法
身
の
第

五
抜
除
阿
梨
耶

に
依

れ
ば
、

梨
耶

の
相
分
が
無
爲
信
樂

の
正
因
佛
性
、

見
分
の
有
爲
信
樂
が
了
因

乃
至
加
行

生
因

で
、

こ
れ
三
十
頚
に

「
不
可
知
執
受
、

如
了
常

興
醐
」
等
と
読
け
る
も

の
で
、
浬
藥
経

に
至

つ
て
は

正
因

を
諸
衆
生
、

了
因

を
燈
能
了
物
等
と
読
く
に
至

つ
た
も

の
で
あ
る
。

以
上

に
依

て
上
掲

の
諸
経
中
、
樗
伽
輕
は
恐
ら
く
佛
性
論
以
前

の
成

立
で
あ
り
、

大

浬
繋

経
も
前

分
は
佛
性
論
以
前

で
あ
る
が
、

こ
の
前
分

の
閾
提

問
題
を
佛
性
論

の
意
に
依

て
解
決
す

る
た
め
に
成
立
し
た
の
が
大
浬
繋
経

の
後
分

で
あ
ら
う
。

佛
性
論
と
大
般
浬
薬
輕

(盤

田
)
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